『父さん母さんありがとさん』
作　　　森　澄枝



１
どこかの一軒の家。犬、庭で遊んでいる。
ナナ、学校から帰ってくる。
犬
ワンワン！ワン！
ナナ
ただいま。
犬
ワン！
ナナ
チャコ、一緒に家に入ろう。
犬
ワン！


ナナ、犬、家に入る。
ナナ
チャコ！
犬
ワン？
ナナ
足、ちゃんと拭いてね（タオルを渡す）。


犬、自分で足を拭く。


母、誰かと電話している。
母
（電話に）今までなにを聞いてたのよ、そんなこと言ってないでしょ！（気がついて）あ、おかえり。
ナナ
ただいま。


犬、部屋に入ると、すぐ母のもとへ。
母
（電話に）ええ、だからね、美味しかったよ、とりあえずは。・・・え？とりあえずってのは、
そういうことよ。あなたも本当にわからない人ね。
ナナ
また、ドーナツ屋のまるこ？
母
そう。（犬を見て）あ、ちゃんと足拭けてない！チャコ！足見せてごらん。この甘えん坊！
母、犬の足を拭く。犬、嬉しそう。
ナナ、自分の部屋に入る。
母
（電話に）え？なに言ってんのよ。甘えん坊はこっちの話よ。ちょっと、ナナ！今、お父さんがね、
（電話に）あなたのお父さんじゃないわよ。
ナナ（声）
　なあに？
母
（電話に）本当にあんたとはうまくかみ合わないわねえ。
ナナ
・・・父さんがどうしたって？


ナナ、鞄を置くと、机の横のレコードプレイヤーに目をむける。


動いているレコードプレイヤー。
ナナ
・・・え？


レコードプレイヤーから、長いひもが続いている。
ナナ
なにこれ？（ひっぱってみる）


相当長いひも。
ナナ
・・・。（ひっぱってみる）


まだ長いひも。
ナナ
長すぎる。


ひも、押し入れと繋がっている。


ナナ、怖いながらも思い切って押し入れを開ける。ひも、ヘッドホンと繋がっている。


ヘッドホンで父が音楽を聴いている。
父
（気がついて）わあ！！！
ナナ
（驚いて）わあ！！！
父
そこで何してる！
ナナ
父さん！それは、こっちのセリフ！
父
おかえり。
ナナ
早く出てよ！何してんの、やめてよ。勝手に聴かないでよ（レコードプレイヤーを止める）。
父
いやー、気持ちがいいなあ、昔の音は。しかもこの押し入れの中で、ひっそりと。
かすかに冷たい、この空気の中でな。こんな懐かしいの見つけちゃった（見せる）。
ナナ
なに？・・・早く出てください。
父
はいはい。ナナ、これ、なんだかわかるか？
ナナ
なに？・・・早く。
父
はいはい。これはな『からくり箱』だ。昔ね、これ貰ってさ！開けるのややこしくて難しいんだよな。
あ、でも昔はね簡単に開けられたんだよ。コツがあるんだ。あ、お前もやってみるか？
ナナ
やりません。
父
（からくり箱を渡す）いいから、やってみろ！って。


父、伸びをする。
父
その中に・・・何が入ってたんだっけ？・・・忘れちゃった。開いたら教えてね！
（見渡して）ちゃんと、きれいに部屋掃除してるな。なあ！
ナナ
なにやってるの、父さん、仕事は？
父
ずる休みしちゃった。テヘ！
ナナ
出てって。ね、もういいから。
父
朝、起きたら、ちょっと頭痛だったの。で、ちょこっと横になってテレビ見ながらお菓子食べたら
元気になったの！
ナナ
ずる。
父
具合が悪い時は無理しちゃだめだよ。ゆっくり休む！で、親子の会話を楽しむ！
ナナ
私は楽しくない。
父
ナナ、学校楽しいか？青春してるか？海に向かって叫びたいか？何か困ったことがあったら・・・。
ナナ
困ってます！
父
誰に！？
ナナ
父さんに。
父
そんな言葉どこから出てくるんだよ。あれだろ、お前、思春期！だろ！？
ナナ
え？
父
ああ、いいよ、いいよ。そうやって、言葉で人を傷付けているんだろ。あー、無駄無駄！父さんは
な、今、お前の思春期を猛烈に受け止めているよ。いつでも困った時は、助けてやるから。
ナナ
・・・。
父
母さん、まだ電話してた？

ナナ
してた。
父
うわー、二時間以上しゃべってるぞ！女ってのはどうしてぺらぺらと、ほら、商店街のドーナツ
屋のまるこ。昔はね、二人はケンカばっかりでさ、ナナに見せたかったなあ、父さんの百人斬り。
ケンカを止めるのはいつも父さんだった・・・。やめるんだ、お前たち！きゃー、かっこいいー！
ナナ
父さん！落ち着かないから早く出ていってよ。
父
おいー、思春期。


ナナ、父からヘッドホンを奪い取り、耳につける。
父
部屋の掃除もいいけどな、このプレーヤーの中も掃除してくれよ。古いけど良い音出るんだから。
ナナ
（聞こえない）え？なに？
父
ああ、いいよ、いいよ！そうやって態度で人を傷つけてるんだろ。
ナナ
これ、返す！
父
いいから、開けてみろ、って。難しいけど、おもしろいんだから！父さんが、お前ぐらいの歳にはね、
簡単に―――
ナナ
ずる休みにいろいろ言われたくない。


父、出て行くが、すぐ戻ってきて、
父
それ、あげるんじゃないんだからね、ちょっとの間、貸すだけだから。で、開いたら、教えて―――
ナナ
わかった！


父、出て行く。
父（声）
チャコ、わかってくれるのはお前だけだよ。
犬（声）
ワン！ワン！


犬、素早くナナの部屋に入ってくる。
父（声）
犬にまで嫌われてるぅーーー！さびしくて、どうにかなりそう！
母（声）
電話してるんだから静かにしてよ。
犬、押し入れを前足でカリカリする。ナナ、押し入れを開ける。
犬、押し入れに入り、父のいた場所で丸くなる。
ナナ
チャコ？・・・あはは！父さんの真似！？


ナナ、レコードプレイヤーから、音を出す。からくり箱を持ち、押し入れの中に入る。
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ナナ、押し入れではない、どこかで眠っている。
犬
ナナ！ナナ！起きろ！ナナ！
ナナ
え？あ・・・ついつい寝ちゃって・・・。
犬
わしらは、押し入れの隙間から、落ちてしまったようなのだ。
ナナ
隙間って？
犬
良くは、わからんが、寝てたら、ドスンという音が聞こえた。それで目が覚めたのじゃ。
とんでもないところに来てしまったかもしれん。
ナナ
どうにかしてここを出なきゃ。
犬
考えよう。
ナナ
どうして・・・
犬
考えよう。
ナナ
なんでさ・・・
犬
考えよう。
ナナ
考えてもどうにもならない時はどうする？
犬
・・・考えよう。


間。
ナナ
そうしよう。


間。
ナナ
チャコ、なんでしゃべってるの？
犬
わしは、だいぶ歳をとっておる。若い頃と違って『チャコ』と呼ばれるには若干の抵抗があるのだが。

『チャゴロウ』あたりが助かる。
ナナ
じゃあ、チャゴロウ。
犬
かたじけない。


間。
犬
ナナ、なぜ、わしの言葉がわかる？


ナナ、犬、慌て叫ぶ。
ナナ・犬
うわあーーー！！
ナナ
なんでしゃべってるの？
犬
さあ・・・。
ナナ
さあ！？いつから！？
犬
先ほどから・・・。
ナナ
チャコ！
犬
チャゴロウ。
ナナ
チャゴロウ！なんで立ってるの？
犬
この方が、ちょっと都合がいい。
ナナ
つ、都合ってなに！？ついに私は、イカれてしまったんだ。勉強のしすぎだ。
犬
遊びのしすぎじゃろ。
ナナ
うわー、助けてー。帰ろう！帰ろうよ！チャコ！
犬
わしは、チャゴロウ！
ナナ
・・・。
犬
完全に来てはいけない世界に来てしまったようだ。
ナナ
帰らなきゃ、どこかに出口があるはずだよ。
犬
わしらは、ミステリーハンターじゃな。わしは、スーパーチャゴロウくん。
ナナ
あなた、犬でしょ。帰り道の匂いを嗅いで！
犬
承知した！スーパーチャゴロウくん！


犬、あちこち匂いを嗅ぎまわる。
犬
これは、懐かしいにおい。
ナナ
懐かしい？


ナナ、犬、周りを見渡すと、見たことのあるような部屋が浮かび上がってくる。
ナナ
これ、見たことある。これも・・・これも・・・。
犬
リアルな夢を一緒に見ているということか。歳をとると、いろんなこと経験するよ。
ナナ
夢か、そうだね。


ナナ、倒れる。
犬
ナナ！どうした！わしを置いてゆくな！
ナナ
寝てんのよ。もう一度寝て、夢から覚める。ね！いい方法でしょ。
犬
そんな安易な！・・・わしもそうしよう。


ナナ、犬、眠る。
ナナ
（起き上がり）ここじゃだめ（と、押し入れへ入る）。
犬
（起き上がり）わしを一人にするな（と、押し入れへ入る）。
ナナ・犬
さようならー！（戸を閉める）


押し入れの戸が閉まると同時に、部屋の扉が開く。


中学生の父が現れる。
父
誰！！


沈黙。
父
誰かいるのは分かってる！声が聞こえたんだ！


父、部屋の中にある虫捕り網を手に取り、いろんなところを突く。


父、押し入れを突く。怖いながらも思い切って押し入れを開ける。
ナナ・犬
はっ！
父
はっ！


父、素早く戸を閉める。
父
なんだ、今のは！？


ナナ、犬、閉じ込められる。
ナナ（声）
いやー、ここから出して！
父
泥棒！
ナナ（声）
泥棒じゃないの！信じて！
犬（声）
いやー、暗いの怖いー！


犬、反対側の押し入れの戸を開ける。
犬
わし、頭良いー。


ナナ、勢いよく押し入れから飛び出る。
父
誰だ！早く出て行け！何も盗んでないなら、み、見逃してやる！
犬
あんた、足が震えとるぞ。
父
犬まで連れてきて、何のつもりだ！
ナナ
あ、あの―――（父に近づく）
父
わ！！助けて！ど、泥棒―――！！


ナナ、父の口を塞ぐ。
ナナ
大きな声出さないで！泥棒じゃないの！信じて！
犬
ナナ、余計に怪しくなってしまった。ん？懐かしいにおい！
ナナ
え？・・・チャゴロウ！
犬
承知した！スーパーチャゴロウくん！


犬、父の周りを回り父の匂いを嗅ぐ。
犬
パパさん！！
ナナ
父さん！？（口を塞いでいた手を放す）
父
（解放される）げほっげほっ！早く出て行け！
犬
パパさん、ナナと同じ制服じゃ！中学生か！ナナ、愉快な夢じゃなあ。
父
お巡りさん呼ぶよ！
ナナ
父さん！
犬
ナナ、誤解を解かなくては。あやしい奴と思われとる。
ナナ
あんたもこの時点でじゅうぶん十分怪しいよ。
父
犬と話ができるの？
ナナ
うん。つい、さっき、できるようになったの。
父
犬が立って歩いてる。
ナナ
うん。この方が都合が良いみたいなの。
犬
パパさん！これは、わけありなんじゃ！
父
（犬に向かい）ワン！ワン！ワン！今のは何て言ったの？
ナナ
え？今のは・・・やっぱり私だけに聞こえるのね。
父
人のこと、からかってそんなに楽しいの！
ナナ
違うの！父さん！
父
僕は変わってるって人からよく言われるけど、君はもっと変わってる。僕がお父さん！？じゃあ、

君は・・・み！・・・み！
ナナ
未来から来たとか言わないで！混乱してるんだから！
父
いい！？怒っていいのは僕の方なんだからね！
ナナ
助けてよ、父さん！
父
僕が助けてほしいよ！早く出て行け！
ナナ
お願い、話を聞いて！！
父
・・・。
ナナ
・・・押し入れから来たの。


間。
父
本当のこと言わないと、お巡りさん呼ぶよ。
ナナ
押し入れに入ったら、この部屋に落ちたの。・・・そしたら、チャコがしゃべって―――
犬
チャゴロウ。
ナナ
チャゴロウにしてくれって。帰れなくなって、急に、若い父さんが現れて！
父
じゃあ、今すぐ押し入れから帰れよ！
ナナ
帰るわよ！今すぐ帰るわよ！
犬
ナナ（止める）。
ナナ
やめて！放して！放してよ！！・・・どうして・・・どうして私に話しかけるの！！


間。
ナナ
どうして、こんなことになっちゃったの・・・。
犬
・・・ナナ・・・（寄り添う）
ナナ
私が押し入れに入ったんだよね。・・・怒鳴ってごめんね。
犬
この世は矛盾の固まりじゃな。その矛盾のおかげで、わしはナナと話ができる。矛盾もたまには
いいもんじゃな。
父
・・・何か証拠を見せて。そしたら、信じられるかも。
ナナ
信じてくれるの？
父
うん・・・。いや、ごめん。自信ない。
犬
ナナ、この匂いは、確実にパパさんじゃ。話を聞いてもらった方がいい。
ナナ
うん。
父
なんだって？
ナナ
あなたは、父さんの匂いがする。話をしろって。
父
はあ。まいったな。
ナナ
私の名前は、ナナ。父さんの名前は、キヨシ。
父
僕だ。
ナナ
私の好きなものは、父さんから貰った、ＬＰのコレクション。
父
あ、僕持ってる。


父、押し入れを開ける。中に整っているレコードプレイヤーのコレクション。
ナナ
あ、これだ！（手に取る）私、小学生の時に全部貰ったの。
父
え！？これはあげられないよ！大切にしてるんだ。
ナナ
でも、私、十歳の記念に貰うのよ。
父
僕がいない間に、これを見たのかもしれない。
ナナ
父さん。
父
夢なら覚めてほしいよ。
ナナ
ごめんなさい。
父
あ！（何かに気がつき、本棚から本を取り出して）ええと・・・、ああ、これこれ。ほら、ここ見て
ごらん。地球上には毎日、目に見えないものも含めて、何個も隕石が落ちてくるんだよ。
その中の一つが、たまには、石じゃなくても良いし、また、その中の一つが夢から落ちてきても
・・・別にそういうことがあっても・・・まあ、そういう可能性もあるんじゃない。
ナナ
どうにかして帰らなきゃ。
父
君にとって、これが夢でも何でも、僕にとっては、これが現実。・・・落ち着くような曲でも聴く？
ナナ
犬がしゃべるのは？
父
僕には、ワンワンとしか聞こえない。
犬
ワンワン。
ナナ
チャゴロウ、ふざけないで。
犬
すまん。
祖母（声）　　キヨシ！清！


祖母、現れる。
祖母
なんだい、ガヤガヤうるさいね！
一同、固まる。
祖母
お！お！女の子！おんな！女の子！それと、犬！
犬
初めて見たのか。
父
（ナナに）僕、いつも、ほとんど一人だから。
祖母
女の子！あんた！あんた！清の部屋に女の子がいるよ！
祖父（声）　　なんだって！？
祖母
今、お茶入れるね。ゆっくりしていってね。
祖父
どこだ、女は！（ナナを見つけると、父を掴み）このやろう（殴る）！
父、吹っ飛ぶ。
全員
ぎゃあーーー！！
祖父
いいか！清！女の子を連れてくる時はな、堂々と、玄関から連れて来い！窓から家に入れる
なんて、可哀そうなことをさせるな！！
祖母
あんたのそういう紳士なところ、好きだよ。
ナナ
（祖父に）違います。窓じゃありません。押し入れから来たんです！
祖父
押し入れだとー！！！
犬
あー、こりゃいかん。余計に刺激してしまった。
ナナ
（祖母をよく見て）おばあちゃん！？
祖母
違うけど・・・？
ナナ
チャゴロウ！おばあちゃんだ！ってことは、あっちはおじいちゃんだ！
犬
あらまー。
祖母
違うんだけど、ゆっくりしていってね。今、お茶入れるね。
祖父
立て！立ち上がれ！地に足付けて、しっかり背を伸ばせ！胸を張れ！男なら、歯くいしばれ！
ナナ
おじいちゃん！


祖父、父を殴る。父、吹っ飛ぶ。
全員
ぎゃあーーー！！！
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部屋。
犬、寝ている。
父、痛そうな痣がある。
ナナ
大丈夫？
父
大丈夫じゃない・・・。でも殴られるのは、慣れてるから。ねえ、未来ではさ・・・その・・・君の世界
ではさ・・・君のおじいちゃんは―――あんなふうに怖い？
ナナ
ううん。私には怖くない。
父
孫には優しいんだ。
ナナ
うん。あんなふうに殴ったりしない。
父
じゃあ、僕は、いつまでも殴られて育つわけじゃないんだな。


父、ナナ、笑う。


自転車に乗った、ぐれた中学生の母が現れる。


自転車の後ろには『おいしいパン屋』の旗。
母
（自転車のベルを鳴らす）おーい！清！
父
あ、吉永さんだ。


全員、窓から、外を見る。
ナナ
吉永さんって・・・か！母さ―――
犬
ワン！ワワン！ワワーーン！ママさーん！


犬、興奮する。
犬
ママさん、若い！かわいーいー。
父
なに？
ナナ
な、なんでもない。（犬に、小声で）母さんが、不良だったなんて知らなかった！
犬
ナナ、ここで、パパさん、ママさんがお互いを意識してしまったら、将来結婚もなく、ナナも生まれ
ないかもしれん。ここは、事情知らぬ顔で過ごすのじゃ！
ナナ
うん。
犬
ママさーん！なでなでしてくだされー（手を振る）！
ナナ
あんたは人ごとだと思って・・・。
母
なんだ？犬を飼い始めたのか？
ナナ
こんばんは。犬は、私の犬。チャゴロウ。私は、ナナです。
母
へえ、清！あんた、彼女が出来たの？
父
違うよ！ボクの娘なんだ！
ナナ・犬
（撃沈）あああ・・・。
母
お前、本当に変なやつだな！その子、彼女じゃないな。
ナナ・犬
（立ち上がる）復活！
母
清、良かったな！友達が増えて。
父
吉永さん、お母さんみたいなこと言わないでよ。
母
（袋から取り出す）これ、借りてたやつ。清の言った通り、いい曲だったぞ！
父
（虫捕り網で受け取る）そうでしょう！吉永さんなら、気に入ってくれるって思ってた！（ナナに）

吉永さんもね、ＬＰ持ってるんだ。ＬＰ
仲間なんだよ。
母
（ナナに）両親のだけどね、良い音出るんだ。
ナナ
（母に）私も持ってるの。父さんのだけど。
父
（ナナに）それって僕の？
ナナ
うん。
母
一気に仲間が増えたな！・・・お前に渡しといたやつは、どうなった？
父
ああ。これね。（虫捕り網にノートを入れて渡す）ちゃんと全部、答え書いておいたよ。
ナナ・犬
（父を見て）え！？
母
サンキュー（ノートを手に取り、確認する）。
父
アンダーライン引いてあるところは、今度テストに出るって先生が言ってたところだから。
母
数学・・・国語・・・英語・・・―――ばっちりだな！
犬
ママさん、あっぱれ。見事な人任せじゃな。
母
あ、あれは、どうなった！？お前に預けてる『からくり箱』！
父
あれ、惜しいところまでいくんだけどね。まだ、開かないんだ。
ナナ
からくり箱・・・。
ナナ、ポケットから『からくり箱』を取り出し、すぐにしまう。
母
だから、『からくり箱』なんじゃないか。急がないからさ、開いたら必ず教えてくれよな。
父
うん。
母
清、今日はこれ受け取ってくれ。お前の好きな『砂糖ぶどうパン』だ。
父
わあ！ありがとう！吉永さん家、パン屋さんなんだよ。
母
おじさんとおばさんの分も入れておいたからな。ナナと、そこの犬は、清から分けてもらいな。
ナナ
ありがとう！
犬
ママさーん（手を振る）。
父
あ、お父さんがね、今度は、窓からじゃなくて、玄関から入って来いって。
母
ようやくきた反抗期だ！おじさんに、よろしく伝えてくれよ。
犬
ママさん・・・かっこいい。
母
じゃあ、またな。行ってくるよ。


母、自転車に乗り、去っていく。
父
気をつけてね。
犬
配達か。なんと親孝行な娘じゃ。
ナナ
配達？
父
違うよ。決闘だよ。
ナナ・犬
決闘！？
父
毎日のようにケンカしてる商店街のライバル相手がいるんだよ。
ナナ
え、商店街！？
ナナ・犬
ドーナツ屋のまるこ！！
父
やっぱり・・・君は、いろいろ知ってるんだね。
犬
パパさん、何をのんきにしている！助けなければ！
ナナ
父さん、決闘なんてやめさせて！
父
どこでケンカしてるかわからないし、女同士の争いに男の僕が首を突っ込む話じゃないでしょ。
犬
ナナ、危険な匂いがする・・・ママさんが危ない！
ナナ
チャゴロウが危ないって言ってる！
父
危ないって、いつも一対一だよ。それに吉永さん強くて、毎回勝っちゃうんだ。
ナナ
父さんは、いつもケンカを止めてたんでしょ！？百人斬り！
父
百人斬りなんて誰が言ったの（笑う）？
犬
（匂いを嗅ぐ）な、なんじゃ、これは・・・いくつも匂いがするぞ。
ナナ
何人か他にいるってこと！？
父
一対一じゃない？
犬
急げ、ナナ！パパさんを早く説得しろ！
ナナ
父さん、私を信じて！お願い！
父
え？
犬
貴様！それでも男の端くれか！立ち上がれ、日本男児！！
父
なに？な、何？
ナナ
チャゴロウ、匂いを嗅いで！私たちを連れてって！
犬
承知した！スーパーチャゴロウくん！ナナ、パパさん、わしについてまいれ！！


犬、素早く去る。ナナ、父、ついていく。



４
ドーナツ屋のまるこ、高台に立っている。母、見上げている。
まるこ
パン屋の不良！ずいぶん待たせるじゃないか！
母
ドーナツ屋のまるこ！店の手伝いして何が悪い！
まるこ
不良なら不良らしく不良してな！
母
そんなことばかり言ってるから、あんたんとこの店、儲からないのさ！
まるこ
気に入らないね！今日こそ決着をつけようじゃないか！
母
今日もあんたの負けだよ。
まるこ
それはどうだかね。数打てば当たる！ケンカ上等！出てきな！


高台の陰から、二人出てくる。
まるこ
豆腐屋のマー坊！
マー坊
お前なんて、豆腐の角にぶつかれ！
まるこ
焼鳥屋のお炭！
お炭
あたしに近づくと直火焼きで怪我するよ！
まるこ
そして、油にまみれた私！ドーナツ屋のまるこ！
三人
三人そろって、商店街ズエンジェル！
まるこ
ちょっと無理があるけど、
三人
商店街ズエンジェル！
母
・・・さよなら（去ろうとする）。
まるこ
待て！
お炭
逃げる気！？
マー坊
お前なんて、豆腐の角にぶつかれ！
お炭
あたしに近づくと直火焼きで怪我するよ！
まるこ
ちょっと無理があるけど、
三人
商店街ズエンジェル！
母
・・・さよなら（去ろうとする）。
まるこ
待て！
お炭
逃げる気！？
マー坊
お前なんて、豆腐の角にぶつかれ！
お炭
あたしに近づくと直火焼きで怪我するよ！
まるこ
商店街ズエンジェル！
母
うるさい！！！


三人、止まる。
母
文句があるなら聞こうじゃないか！同じ商売人の血が流れているなら、正々堂々商品で
戦いな！その前に、一人も三人も同じこと！ぶっ壊れたい奴から、かかってきな！
まるこ
ぶっ壊れるのは、あんただよ！
母
まるこ！とことんひきょうな奴だね！ケンカ上等！


四人、争っている。
ナナ
やめて！やめて！
マー坊
誰だ、こいつは！
母
あ、あんた、どうしたの！？
ナナ
助けに来たの。こっちに来て！


ナナ、母を引っぱる。
母
なんで？（三人に）逃げるな！
三人
お前こそ逃げるな！
母
（ナナに）なんだよ、どうしたんだ。
ナナ
一人で危ないでしょう！
母
なんで？
ナナ
なんでって、これで三対三！（犬を見て）・・・三対四！
父
僕は審判。チャゴロウ、頑張って（去る）！
犬
パパさん！男というものは、惚れた女のためなら―――


いつの間にか、再び乱闘になっている。
ナナ
やめて！やめて！（止める）どうしてすぐ、ケンカするの！
母
してない。
ナナ
してるじゃない。
まるこ
してない。
ナナ
してる。
お炭
してない。
ナナ
してるでしょ。
マー坊
してる。
全員
・・・（マー坊を見る）。


間。
ナナ
争いからは何も生まれないの。
三人
？
ナナ
社会の教科書に載ってたでしょ？
三人
？？
お炭
そんなこと載ってない。
ナナ
だから、歴史からそんなふうに学びとれるでしょ！
お炭
あたしに近づくと直火焼きで怪我するよ！
ナナ
・・・なんで？
お炭
ちょっとタイム！
ナナ
タイム？


商店街ズエンジェル、集まりひそひそしている。
お炭
（まるこに）あの子、何言ってるのかわかんない。
マー坊
（お炭に）その気持ち、わかるよ。わかる、わかる。
まるこ
（マー坊に）え？わかるの？
お炭
（まるこに）だから！あの子、何言ってるのかわかんない。
マー坊
（お炭に）だから！その気持ち、わかるよ。わかる、わかる。
まるこ
（マー坊に）だから！え？わかるの？
お炭
（まるこに）だから！あの子、何言ってるのかわかんない。
マー坊
（お炭に）だから！その気持ち、わかるよ。わかる、わかる。
まるこ
（マー坊に）だから！え？わかるの？


しばらくして、
三人
え？
ナナ
え？
三人
え？
ナナ
え？・・・もういい。
犬
あっぱれ、ナナ！見事にケンカを止めた！ママさん、なでなでしてくだされー（ゴロリとする）。
母
なんだよー、こいつぅー。チャゴロウ、お前気に入ったよ（なでなでする）。
犬
ママさーん。


父、現れる。虫捕り網を構える。
父
かかってこい！（走る）これが、オレの百人斬りだーー！！
ナナ
その虫捕り網、取りにわざわざ家に帰ったの？
父
三百メートルを十秒で走ったような計算になります。
母
清、もう終わったよ。
父
え？
犬
ママさーん。


不気味な風が吹く。
犬
むむ！（立ち上がる）
高台に大きな犬が現れる。
まるこ
また出たか。
ナナ
え？
お炭
最近この辺りをうろついているノラ犬さ。
マー坊
商店街にも入り込んで困ってるって、母ちゃん言ってた。
母
（父に）おい！なにしてる、早く逃げろ！
父
（大きな犬に）こ、ここへ来るな！み、見逃してやるから！
犬
パパさん、足が震えとるぞ。
父
こ、腰が抜けた。動けない。犬が苦手なんだ。
ナナ
何言ってんの！将来チャゴロウを飼うのよ！
父
大きい犬がダメなんだよ！
母
あんたたち、さっきから何だい！？清、こっちに来い！
父
吉永さん！・・・うわーー。


父、母の後ろに隠れる。
大きな犬、近づいてくる。
商店街ズエンジェル。母の後ろに隠れる。
母
ひきょう者め！
まるこ
パン屋の不良、一時休戦だ！どうにかしな！


犬、大きな犬に向かう。
ナナ
チャゴロウ！
母
チャゴロウ、危ないよ（旗を構える）！
犬
ママさん、手だし無用！
ナナ
吉永さん、旗を下げて・・・。
母
え（旗を下げる）？
犬
（大きな犬に）お嬢さん、しばし待たれよ。
旅犬
・・・。
犬
お嬢さん・・・争いからは、争いから・・・争い・・・ナナ、何だっけ？あのハイセンスなセリフは？
ナナ
争いからは何も生まれない。
犬
ああ！それそれ！争いからは何も生まれん！教科書にもそう書いてある！
旅犬
教科書・・・？
犬
お嬢さん、一体どうしたのじゃ。
ナナ
チャゴロウ、あの犬は何を怒ってるの？
犬
怒りではない。おびえているのだ。（大きな犬に）心を開かれよ。
旅犬
あんた、この辺じゃ、見ない顔だね。ノラ犬かい？
犬
（ナナを見て）・・・ノラ犬になりかけの飼い犬じゃ。
旅犬
前にアタシと会ったことがある？
犬
覚えがない。
旅犬
・・・そう。アタシも無意味な争いは嫌いだよ。アタシはノラ犬じゃない。旅をしている、旅犬だ。

休むところを探している。
犬
わしの散歩コースに河原がある。この先の方じゃ。これが夢でなければな。
旅犬
夢？そうかい。行ってみるとしよう。
犬
・・・。
旅犬、去る。
ナナ
チャゴロウ！


商店街ズエンジェル、逃げる。
母
ちょっと、あんたたち！
マー坊
お前なんて、豆腐の角にぶつかれ！
お炭
あたしに近づくと直火焼きで怪我するよ！
まるこ
油にまみれた私！
三人
商店街ズエンジェル！
母
かかってきな！
三人
覚えてろー！！！


商店街ズエンジェル、文句を言いながら去る。
父
吉永さん、もう遅いし、家まで送って行くよ。
母
大丈夫だよ。
父
そう？
ナナ
（父に）そこを押して、家まで送るのが、腰が抜けてしまった男の名誉回復。
父
（母に）名誉回復のために、送って行くよ。
母
（笑う）おまえ、本当、変な奴だな。


父、母、歩いて去っていく。
犬
ナナ。
ナナ
ん？
犬
これは、すごい。
ナナ
どうしたの？
犬
あの旅犬は・・・わしの母上かもしれん。
ナナ
ええ！？
犬
わしが赤子の頃、母は旅に出たのじゃ。わしには、母上の記憶がない。
ナナ
匂いで分からないの？
犬
鼻が鈍くなってきておる。匂いが嗅ぎ取れんのじゃ。
ナナ
だって、さっきも匂いを嗅いで、ここに来たじゃない。
犬
（首を振る）・・・何人いるかまで、わからなかった。・・・近場でなければ、わからなくなって
しまった。・・・あの旅犬のことも、遠吠えで初めてわかった。
ナナ
・・・。
犬
・・・ナナ、わしは・・・弱ってきておる。


犬、座りこむ。
父（声）
わあ！！な、なんだ！！


父、現れる。旅犬、父を追いかける。
父
なんで追いかけてくるんだー！助けてくれよ。


母、自転車でそれを追いかける。
母
おーい！清！逃げるから、追いかけるんだぞー！
父（声）
追いかけてこないでくれー！
ナナ
チャゴロウ・・・チャコ・・・。


ナナ、犬を見つめる。



５


家の庭。
父
近くの獣医さんに診てもらったらね、この犬、土佐犬だったんだよ。良くここまで旅して
これたよね。この犬、家で飼うことにしたよ。首輪作ろうかな。


父、去る。
旅犬
もう一度、あんたに会いたくてね。
犬
お嬢さん、海はどのようにして渡られた。
旅犬
犬かき。
犬
・・・お嬢さん、・・・どうしてもお伝えしたいことが・・・。
旅犬
・・・。
犬
どうか笑わずに聞いて頂きたい。あなたは、わしの母上かもしれんのじゃ。
旅犬
え？


間。
旅犬
失礼しちゃうね。子どもを産んだ覚えはないよ。
犬
心穏やかに聞いて頂きたい。
旅犬
適当を言うんじゃないよ。ずいぶん甘く見られたもんだ。いいかい、じいさん、アタシはね、

今まで一人で生きてきたんだ。
犬
わしも、一人で生きてきた。母上はわしを産んで、すぐにどこかへ消えてしまった。パパさん
から母上は、旅犬だったと、聞かされて育ったのじゃ。今の間だけ、母上と呼ばせてもらえ
ないだろうか。
旅犬
いいかげんにしな！アタシはあんたの母じゃない。
犬
あなたは、美しい。
ナナ
・・・。
犬
お嬢さん、あなたが・・・いつか、母になった時・・・わしは、いや・・・あなたの息子は、あなたが
母であることを心から感謝するじゃろう。
ナナ
チャコ・・・。
犬
あなたに出会えてよかった。
旅犬
・・・。
犬
ナナ、頭を冷やしてまいる（去る）。


旅犬、ナナに近づく。
旅犬
初めて会ったときから気付いてた。あんたたちがこの時代の者じゃないって、匂いでわかるさ。

この星は、奇跡の固まりで出来ているんだ。何が起きても不思議じゃない。
ナナ
ごめんなさい。私、あなたの言葉がわからないの。
旅犬
かえってその方が都合がいい。
ナナ
なんて言ってるの？
旅犬
あんたたち、迷ってるんだろ、この時代に。アタシはね、旅で迷ったら、出口を探さないのさ。

気が済むまで、寄り道するのも悪くない。


旅犬、歩き出す。
ナナ
どこに行くの？
旅犬
もうここにはいられない。また旅に出るのさ。
ナナ
行かないでよ、ねえ！お願い、ここに住んでよ！
旅犬
それが運命なら、いつかそうなるだろうね。・・・また・・・いつか会おう。


旅犬、去る。犬、ナナのもとへ、現れる。
犬
ナナ・・・。
ナナ
・・・お母さん、また旅に出たよ。


間。
犬
ナナ、お礼申し上げたい。
ナナ
え？
犬
わしは、大切にしてもらい、ずいぶん長生きしておる。だいぶじいさんじゃ。こんな老いぼれでも
ここへきて少し若返ったような気がする。悩み、迷うことが、こんなにも苦しいことを思い出した。
ナナ
・・・。
犬
わしには、夢があった。一度でいい。母上にお会いしたい。そう思っておったのじゃ。
・・・母は・・・やはり、母は強く、厳しく、そして誰よりも優しい方であった。あのお嬢さんが
わしの母上なら、どんなに素敵じゃろう。そんな夢を見ただけじゃ。ナナがこの世界に迷っ
たおかげで、わしの夢は叶った。
ナナ
でも分かり合えなかった。
犬
母上は、・・・あのお嬢さんは、わしがこの時代を抜けても、生きてゆけるよう、突き放して
くださったのじゃ。ナナ、そうは思わんかね？
ナナ
・・・チャコ。
犬
心から感謝する。ナナ、ありがとう。
ナナ
・・・。
犬
ナナ、な、なぜ泣くのだ！？


祖父、祖母、現れる。
祖母
なんだい、泣いてるのかい？
ナナ
おばあちゃん・・・。
祖母
違うってば。
祖父
おい、女。さっき釣りに行ってきたらな、ツリー、釣っちゃったよ（木を見せる）。どうだ、面白い
か！
ナナ
面白くない。
祖父
そうか、そうか！面白いか！
ナナ
（泣きながら）面白くない！
祖父
そうか、そうか！泣くほど面白いか！（祖母に）おい、荷物。
祖母
（祖父に渡す）はいよ。（ナナに）あの犬、どこかへ行ったんだろ。さっき、遠くへ走って行くのが
見えたよ。
祖父
（犬に）・・・お前、男だろ。女同士の話に首突っ込むと女々しくなるぞ。こい。
犬
じいさん、あんた、究極のジェントルマンじゃな。
祖父
おい！清！あの犬、旅に出たぞ！
父（声）
え！？うそ！
犬
犬は犬でも、わしのことじゃないぞー。


祖父、犬、去る。
祖母
あれでも、・・・おじいちゃん、あんたのこと心配してんのよ。
ナナ
・・・私・・・、今まで誰かに感謝されたことなんかなかった・・・。
祖母
そうかい？本当に一度もない？覚えてないだけなんじゃないのかい？
ナナ
え？


父、外に出て、そっと話を聞いている。


犬、外へ出てきて、
犬
あのじいさん、目つきが怖いんじゃ。
父
静かに。
祖母
生まれた時、あんたは泣きながら生まれた。でも、ご両親だって、泣きたかったはずだよ。
・・・泣きたいぐらい、あんたに・・・感謝したはずさ。
父
・・・。
ナナ
おばあちゃん。
祖母
違うってば。
ナナ
・・・。
祖母
いつだって、あんたをみてるんだよ。
父
母さん・・・。
祖母
そりゃあ、たまには、そういうこと忘れちまって、イライラしたり、腹が立ってぶつかったり。
でもね、心の底の方じゃ、あんたのこと思ってるさ。本気だから、ぶつかるんだ。
ナナ
私、家に帰りたい。
祖母
帰りな。
ナナ
帰り道が、わからないの・・・。
母、現れる。
母
おばさん！あの旅犬、飼うんだって！？
祖母
ああ、見事にどこかに行っちまったよ。・・引きとめちゃダメだよ、冒険してるんだ。
母
せっかく牛乳持ってきたのに。
祖母
昨日のパン、とってもおいしかったよ。ごちそうさま。
母
うん。
祖母
いつも窓から話してんだもん。今度は窓じゃなくて、玄関から入っておいで。お茶入れるから。
母
うん。おばさん、ありがとう・・・。
祖母、家へ歩き出す。
祖母
（立ち止まり、ナナに）・・・あんたも、きっと冒険してるんだね。


間。
祖母
人生は、浪漫だよ。長編の小説だ。主人公はいつだって自分自身。夢見て、冒険しなきゃ。

・・・親は、いつだって応援するさ。
祖母、家に入る。
ナナ、ポケットから、からくり箱を取り出す。
ナナ
・・・わかってる・・・わかってるよ。
母
（からくり箱を見つけて）それ・・・（父、犬に気がつき）あ、何だ、お前たち、立ち聞きするなよ。
犬
ママさーん。
ナナ
応援、ありがとう・・・。
父
ナナ・・・それ・・・（ポケットから、からくり箱を出す）。
ナナ
・・・お父さん！！・・・お母さん！！


二つのからくり箱の蓋、ゆっくり開く。
父
開いた！！


ナナ、犬、その場に倒れる。
母
チャゴロウ！！
父
ナナ！！


ナナ、犬、動かない。


暗闇の中、どこからか、声だけが聞こえてくる。
父
ナナ！聞こえる！？僕、親になったら、君を見守ってるからね！君がどんな冒険したって
『お前なら乗り越えられる』って僕言うよ！君を応援してるからね！
ナナ
父さん！母さん！
父
振り向くな！振り向いちゃダメだ！もう、ここには二度と帰ってくるな！君は前に進まな
きゃ。僕も前に進むから。約束するよ。未来で、君を待ってるよ！！



６


朝。どこかの一軒の家。


ナナ、自分の部屋にいる。レコードプレイヤーの賑やかな音を消す。
ナナ
・・・振り向くな・・・振り向いちゃダメだ。君は前に進まなきゃ・・・。


鞄を持ち、部屋を出る。
もう一つの部屋。父、母、もめている。
母
新聞読むのか、テレビ見るのか、どっちかにしてよ。
父
両方、両方。
母
節電だから、テレビ消すね。
父
節電だったら、昨日みたいに電話、何時間もしないでよ。
ナナ
いってきます。
母
なに？もう行くの？
父
お前、今朝はどうしたんだ。なんか変だぞ。
母
あなたの昨日の仮病、うつっちゃったんじゃないの？
父
仮病じゃないって信じてくれよ。
ナナ
これ・・・開いたの。


ナナ、父にからくり箱を渡す。
父
え！？開いたの！？やっぱりな！父さんはな、お前なら、乗り越えられるって応援してたよ。
ナナ
え？
母
なあに？あ！これ、懐かしい！（父から受け取りさわる）
父
大変だったろう、開けるの。難しかっただろ。
ナナ
・・・勝手に開いたの。・・・覚えてない？
父
え？
母
あ！あなた遅刻！
父
え！？うわあ！いってきます！
父、リモコンを持って出て行く。
母
リモコン持っていってどうするのよ！あの人ね、昔から、何か手に持つと、三百メートルを十秒
で走ったような計算になるような、速さで、走っちゃうのよ。ナナ、いってらっしゃい。


母、父の鞄を持って出て行く。
母
ちょっと！鞄！
ナナ
いってきます。
ナナ、家を出る。犬、庭にいる。
ナナ
（犬に）おはよう。母さん、すぐ戻ってくると思うから、家を頼んだよ。
犬
（ナナを見る）・・・。
ナナ
チャコ・・・。


犬、じっとナナを見つめている。
ナナ
いってきます。


ナナ、歩き出すが、立ち止まる。


間。
ナナ
・・・チャゴロウ。


間。
犬
・・・。


ナナ、再び、歩き出す。


犬、ナナの背中に向けて、
犬
ワン！
ナナ
！！（立ち止まる）


犬、じっとナナを見つめている。


ナナ、犬の方へ振り返ろうとするが、
犬
ワン！
ナナ
・・・（うなずく）振り向くな・・・。


ナナ、振り向かない。
ナナ
チャコ・・・！いってきます！
犬
ワン！ワン！


ナナ、今までにない速さで、駆けていく。


レコードプレイヤー、そっと静かに動き出す。


誰かが夢をみるたびに、押し入れは、ゆっくり開いていく。
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